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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、伝統的な民家・集落の熱環境デザイン手法を明らかにすることであ
る。研究対象地域として、茨城県南地域、宮城県牡鹿半島地域、山形県最上地域、福島県会津若松地域、福島県
阿武隈地域、岐阜県飛騨北部地域、長崎県対馬地域、大分県南部地域、および鹿児島県奄美地域の9地域を選定
した。各調査対象地域において、気候風土、災害、産業に適応しながら形成されてきた伝統的な民家・集落の熱
環境デザイン手法や集落空間構成が現地調査や文献調査に基づき明らかになった。各調査対象地域の伝統的な民
家・集落の熱環境デザイン手法の効果について、熱環境の実測調査に基づいて検証した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to clarify the thermal environment design 
methods of traditional houses and settlements. This study was conducted in the south part of Ibaraki
 Prefecture, Oshika Peninsula in Miyagi Prefecture,Mogami in Yamagata Prefecture, Aizuwakamatsu in 
Fukushima Prefecture, Abukuma in Fukushima Prefecture, the north part of Hida in Gifu Prefecture, 
Tsushima in Nagasaki Prefecture, the south part of Oita Prefecture, and Amami in Kagoshima 
Prefecture. Based on the field surveys and literature reviews, the thermal environment design 
methods of traditional houses and settlements and the spatial compositions of traditional 
settlements formed by adaptation to climate, disaster, and industry were clarified in each area. The
 effects of the thermal environment design methods of traditional houses and settlements were 
verified based on the field observations of climatic conditions.

研究分野：建築・都市環境デザイン

キーワード： 環境デザイン　伝統的な民家・集落　気候　災害　建築環境

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
持続可能な社会や循環型社会の構築が重要な課題である現代において、伝統的な民家・集落に継承されてきた自
然環境との調和を目指した環境デザイン手法に学ぶ必要性が一層高まってきている。本研究は、建築・都市デザ
イン手法へ伝統的な技術・文化を応用するための基礎的知見を得ることを目的とし、気候風土や災害に適応しな
がら形成されてきた伝統的な民家・集落の熱環境デザイン手法や集落空間構成を明らかにしたものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 持続可能な社会や循環型社会の構築が重要な課題となっている現代において、伝統的な民家・
集落に継承されてきた自然環境との調和を目指した環境デザイン手法に学ぶ必要性が一層高ま
ってきている。伝統的な民家・集落にみられる環境デザイン手法は、長い年月をかけてそれぞれ
の土地の気候風土と共生しながら発達・形成されてきたものであり、バイオクライマティック・
デザイン（生態気候的なデザイン）、ヴァナキュラー・デザイン（土着的なデザイン）、パッシ
ブ・デザイン（機械設備に依存せず、自然界のポテンシャルを上手く活用する設計手法）などと
して位置づけられる。中でも熱環境に関するデザイン手法は、建築物の省エネルギー化が重要性
を増した今日において、再評価と現代建築への応用が急務となっている。また、そのような環境
デザイン手法は日常的な気候適応手法としてのみならず、非日常の災害時に対する備えとして
の一面を有している場合があり、東日本大震災以後、その価値が見直されつつある。さらに、近
年、まちづくりの一環として伝統的な民家・集落景観を活用する事例が増えているが、そこで体
感できる地域特有の熱環境刺激を地域ブランドとして価値付けしようとする視点は構築されて
いない。 
 今日までに伝統的な民家・集落に関する研究はかなり進んできたが、それらの熱環境デザイン
手法に関する研究は不十分であり、未だ広く社会に知られていない実例も全国に散在している。
また、伝統的な民家・集落に形成される住環境の快適性や災害対策の有効性に関する定量的な評
価や、環境体験の地域ブランディング化に関する研究は、基礎的な民家調査や景観研究に対して
立ち後れている。さらに、伝統的な民家・集落は高度経済成長以降の開発により急速に減少して
おり、研究調査活動の実践を早急に図る必要性が高い研究対象である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、気候風土をはじめとした地域的特性を考慮した上で現存する伝統的な民家・集落
の実例を数か所取りあげ、それらの熱環境デザイン手法の効果を環境実測調査により検証し、持
続可能な社会や循環型社会の構築を目指した現在の建築・都市デザイン手法として応用するた
めの技術的・文化的知見を明らかにするとともに、それらの保全・活用計画の策定に向けた基礎
的知見を得ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は地域特性や民家・集落特性の異なる 9地域（茨城県南地域、宮城県牡鹿半島地域、山
形県最上地域、福島県会津若松地域、福島県阿武隈地域、岐阜県飛騨北部地域、長崎県対馬地域、
大分県南部地域、鹿児島県奄美地域）において伝統的な民家・集落の熱環境デザイン手法に関す
る実測調査等を行い、「形成・維持・発展過程」「住環境の快適性」「防災・減災対策としての
潜在的ポテンシャル」「地域ブランディング要素としての価値」について明らかにすることを目
指す。 
 「形成・維持・発展過程」については、既往研究、報告書、空中写真、地形図等を利用しつつ、
現地実測調査や聞き取り調査を行い、伝統的な民家・集落の環境デザイン手法の形成・維持・発
展過程を明らかにする。「住環境の快適性」については、地域の気候風土に根ざした熱環境デザ
イン手法により伝統的な民家・集落に形成される居住環境について、熱環境を中心とした実態を
環境実測調査に基づいて明らかにし、その評価を行う。「防災・減災対策としての潜在的ポテン
シャル」については、現地実測調査や聞き取り調査に基づき、地域の気候と災害に適応した複合
的デザイン手法に基づく集落住環境構成秩序を解明するとともに、その有効性を検証する。「地
域ブランディング要素としての価値」については、対象の環境的価値に関する住民の「気づき」
のプロセスについて研究活動や関連する地域活動を通じて実践的に考察するとともに、熱環境
の新たな評価軸の可能性を探求する。 
 
４．研究成果 
 本研究では、地域特性や民家・集落特性の異なる 9地域を調査対象地域として選定した。 
 
（1）茨城県南地域においては、地域の郷土資料を対象とした文献調査と現地調査を行い、伝統
的な民家・集落に継承されてきた熱環境デザイン手法や防災デザイン手法を把握した。水屋・水
塚の周囲に生垣を配置するなど、地域の気候と災害に適応した複合的デザイン手法に基づく民
家・集落の住環境デザイン手法の実例を把握した。水屋・水塚の現存・消失状況を調査した結果、
治水事業の進展や都市化の影響を受け、地域固有の伝統的な防災デザインが消失傾向にあるこ
とが明らかになった。水屋・水塚の植栽パターンとして「屋敷森タイプ」「生垣タイプ」「修景タ
イプ」「屋敷森+修景タイプ」「生垣+修景タイプ」「屋敷森+生垣+修景タイプ」の 6 タイプを抽出
し、「生垣+修景タイプ」が最も多いことが明らかになった。また、連続的な屋敷森による伝統的
な景観が形成されているつくば市洞下集落と、「イキグネ」と呼ばれる高生垣による伝統的な景 



 

 

観が形成されている石岡市大増集落にお
いて小気候観測調査等を行い、夏季にお
ける伝統的な緑化デザインによる暑熱環
境を緩和する効果等について検証した
（図 1）。 
 
（2）宮城県牡鹿半島地域においては、防
風を兼ねた防潮林に関する現地調査を行
うとともに、東日本大震災での津波被害
が比較的軽微であった漁村集落において
歴史的建造物の残存状況や街並み構成要
素の把握を行った。また、牡鹿半島内に位
置する複数の漁村集落を調査対象地域と
して選定して小気候観測調査等を行い、
漁村集落の立地と冬季の季節風の風向・
風速との関係等について検証した。 
 
（3）山形県最上地域においては、薪スト
ーブの利用実態について現地調査を行い、
薪ストーブの利用が森林資源の維持管理
や雪害対策と関連した伝統的な熱環境デ
ザイン手法として位置付けられる可能性
が確認された。地域型住宅に関する現地
調査等を行い、現代の地域型住宅のデザ
インと伝統的な町家住宅や農家住宅との
関係等について分析した。また、薪ストー
ブを使用している住宅を対象として室内
温熱環境の実測調査を行った結果、薪ス
トーブ使用時に形成される室内温熱環境
について平均気温、気温変動幅、上下温度
分布といった基本的な特性を明らかにし、
森林資源の調達が比較的容易である農山
村地域において薪ストーブが冬季の暖房
手段として有効であることを示した。 
 
（4）福島県会津若松地域においては、屋敷森と水路
を有する伝統的な集落を調査対象地域として選定し、
夏季における小気候観測調査等を行った。また、複合
扇状地であり洪水履歴のある会津若松市北会津町を
調査対象地域として選定し、伝統的な集落における水
路のデザインに関する現地調査および文献調査を行
った。その結果、水害履歴のある集落と水害履歴のな
い集落では水路のデザイン手法が異なり、水害履歴の
ある集落では圃場整備後においても洪水対策として
位置付けられる水路のデザイン手法が確認できた。 
 
（5）福島県阿武隈地域においては、タバコヤ（図 2）
と屋敷森（イグネ）を対象とした調査を行った。片曽
根山麓の集落における主屋および付属屋の外観調査
を行い、土壁のタバコヤのデザインについて開口部や
屋根材に着目して実態を把握した。生業の変化と気候
への適応が集落景観形成に与えた影響等について分
析した。また、夏季においてタバコヤを対象とした室
内温熱環境の実測調査を行った。イグネの分布状況に
ついて現地調査等を行うとともに、冬季に小気候観測
調査を実施し、イグネの防風効果を検証した。 
 
（6）岐阜県飛騨北部地域においては、付属屋
に関する現地調査を行い、板倉、土蔵、それら
の複合型の付属屋（図 3）について分布を把握
した。板倉と土蔵の複合型の付属屋等を対象
とした室内温熱環境の実測調査を冬季に行い、

屋敷森の影響が比較的小さいと考えられるエリア

B の住宅地（観測点 B2,B4,B5,B7,B8,B9 および

B10）の平均気温（①）を基準として , 日中にお

ける「エリア A の西側屋敷森（観測点 A2,A3,A4
および A5）の平均気温（②）」「エリア A の東側

屋敷森（観測点 A11,A12,A13 および A14）の平

均気温（③）」「エリア B に残された屋敷森（観測

点 B3）の気温（④）」「神社の緑地（観測点 B12）
の気温（⑤）」を比較する．具体的には，［② -①］

［③ - ①］［④ - ①］［⑤ - ①］の値を比較するこ

とにより , 各緑地の暑熱環境緩和効果の検証を試

みる．各観測時における各緑地の冷却効果注 6）を

Fig. 11 に示す．冷却効果が最も明確に現れてい

るのはエリア A の東側屋敷森であり , 晴天時で

2.0℃以上 , 曇天時で約 1.0 〜 1.5℃の気温差が形

成されている．エリア A の西側屋敷森と神社の

緑地は冷却効果がほぼ同程度であり , 晴天時で約

1.0 〜 1.5℃ , 曇天時で約 0.5 〜 1.5℃の気温差が

形成されている．エリア B に残された屋敷森で

はこれらと比較して明確な冷却効果が現れておら

ず , 今回の観測では冷却効果は最大で 0.6℃であ

り , 住宅地の平均気温よりも高温になる場合もあ

る．定量的な評価にはさらなる調査が必要ではあ

るものの , この結果は緑地の規模に関係があるも

のと推察される．エリア B に残された屋敷森は

規模が小さいため，観測点を設けた場所が日向に

なる時間帯がある．また，屋敷森内に形成された

冷気が風で移流したり，逆に周辺の住宅地から高

温な空気が移流するなどして，屋敷森内で明確な

冷却効果が現れなかった可能性が考えられる．一

方で , 一定規模以上の樹木の量や密度が形成され

ることにより緑地による暑熱環境緩和効果がより

明確に現れ , エリア A の東側屋敷森程度の緑量

になると夏季日中に 2.0℃以上の冷却効果が期待

できるようになるものと考えられる．この日中の

冷却効果は，砺波平野の散居村の屋敷森における

観測結果［12 〜 18 時の平均気温差が 0.4℃］（小

高ら，2011）よりも大きく，東京都心の大規模緑

地である新宿御苑における観測結果［正午過ぎに

約 2.0℃，朝夕は約 1.0℃］（成田ら，2004）に近い．

しかし，同じく東京都心の大規模緑地である明治

神宮・代々木公園における観測結果［12 〜 18 時

の平均気温差が約 2.0 〜 4.0℃，最大で約 6.0℃］（浜

田ら，1994）には及ばない．

　日中の湿度の観測結果（Fig. 3 〜 Fig. 8）では ,

晴天日 , 曇天日ともに , 屋敷森や屋敷森の縁で相

対湿度が高くなる傾向が認められた．相対湿度の

分布と比べると水蒸気分圧の分布には明確な傾向

が認められないことと , 前述の緑地による冷却効

果を併せて考えると , 屋敷森や屋敷森の縁では気

温が低くなることにより相対湿度が高くなってい

るものと考えられる．

　また , 日中の気温分布（Fig. 3 〜 Fig. 8）や

Table 5 をみると , 屋敷森 , 屋敷森の縁および神

社の緑地の他に , エリア A の住宅地において相

対的に低温な観測点が現れていることが確認で

きる．特に , エリア A の東側屋敷森に比較的近

い位置に設けた観測点 A10 は相対的に低温にな

ることが多い．そこで , 屋敷森の影響が比較的

小さいと考えられるエリア B の住宅地（観測点

B2,B4,B5,B7,B8,B9 および B10）の平均気温（①）

を基準として ,日中における「エリア A の住宅地

（観測点 A6,A7,A9 および A10）の平均気温（⑥）」
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Fig. 11. Cooling effect of windbreaks and woods of the
               shrine
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図 1 屋敷森による暑熱環境緩和効果 

図 2 タバコヤの事例 

図 3 複合型の付属屋の事例 



 

 

その実態を把握した。雪室「かまくら」を調査
対象とした熱環境および紫外線環境の実測調
査を冬季に行い、その実態を把握した。また、
空中写真を用いて茅葺民家の棟方向を推定し、
気候との関係について考察を試みた。 
 
（7）長崎県対馬地域においては、群倉が形成
されている伝統的な集落を調査対象として選
定し、夏季および冬季における小気候観測調
査等を行った（図 4）。その結果、冬季の風環
境が異なる場所に石屋根のコヤを配置してい
る久根田舎集落の集落空間構成は、火災リス
クマネジメントのデザインとして機能した可
能性のあることが示された。夏季日中におい
て群倉エリア内では熱環境および紫外線環境
が緩和され、暑熱環境を緩和する効果が現れ
ることが明らかになった。 
 
（8）大分県南部地域においては、津久見市に
おけるみかん小屋を調査対象として選定し、
青江地区、津久見地区、千怒地区および長目・
浦代地区において現地調査を行った。その結
果、調査対象地域において 719 棟のみかん小
屋が現存することを確認した。津久見市特有
のみかん小屋として、千怒地区には三和のみ
かん小屋が、長目・浦代地区には灰石のみかん
小屋が比較的多く現存していることが明らか
になった。土地利用、みかん畑の立地、みかん
小屋の建築的特徴を整理し、津久見市におけ
る柑橘栽培に関わる代表的な 7 つの景観を抽
出した。また、タイプの異なるみかん小屋を調
査対象として、室内温熱環境の実測調査を行
った。 
 
（9）鹿児島県奄美地域においては、伝統的な
民家および高倉やソテツバテを対象とした室
内・屋外における熱環境の実測調査を行い、
UTCI（Universal Thermal Climate Index）等
による体感温度の評価を試みた（図 5）。加計
呂麻島においてサンゴの石垣や伝統的な生垣
を調査対象として選定し、分布や形態に関す
る現地調査を行った。また、加計呂麻島須子茂
集落において夏季の温熱環境および紫外線環
境の実測調査を行った。その結果、大木の緑陰
では熱ストレスが大きく緩和されることが明
らかになり、加計呂麻島における大木の配置
に関する現地調査を行った。 
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